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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
な
ど
を
可
決
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
工
事
請
負
契
約

の
締
結
な
ど
を
可
決
。

①  

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
工
事
を

一
、
契
約
金
額　
　
　

２
億
７
、
１
９
５
万
円

二
、
契
約
の
相
手
方
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
中
九
州
大
分
支
店
と

契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

工
事
請
負
契
約

①  

国
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

２
、、５
１
７
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
９
１
億

９
３
２
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

予　
　
　
　

算

①  

国
東
市
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

　

国
見
図
書
館
の
位
置
を
、
法
務
局
の
跡
地
か
ら
国
見
総

合
支
所
へ
移
転
す
る
も
の
。

②  

国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
施
設
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴

い
、
国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
、
料
金
を
定
め
る
こ
と
等
の
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

③  

国
東
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

④  

国
東
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

⑤  

国
東
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

議
員
、
市
三
役
、
教
育
長
の
期
末
手
当
に
係
る
役
職
加

算
率
を
県
下
他
団
体
と
の
均
衡
を
勘
案
し
て
同
水
準
に

改
正
す
る
も
の
。

条　
　
　
　

例

　

平
成
18
年
第
２
回
臨
時
会
が

11
月
22
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

平成18
年

第２回  臨時会
専決処分１件、議案６件が可決・承認。
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平成18年

第３回  12月定例会

　平成18年12月定例会が12月11日に開会し、22日までの12日間の
会期で審議され、決算認定45件、議案20件を認定・可決しました。

① 

国
東
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

区
長
の
い
な
い
地
区
の
代
表
者
に
対
す
る
報
酬
を
定
め

る
も
の
。

② 

国
東
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　

安
岐
多
目
的
広
場
に
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
施
設
が
完
成

し
た
た
め
、
使
用
料
を
定
め
る
も
の
。

条　
　
　
　

例

① 

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

ソ
ニ
ー
駐
車
場
用
地
と
し
て
、
国
東
町
小
原
の
土
地

８
，
７
５
６
㎡
を
取
得
す
る
も
の
。

② 

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
３
件
）

　

市
道
の
陥
没
に
よ
る
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
破
損
に
対
す

る
損
害
賠
償
な
ど
の
額
を
定
め
る
も
の
。

③ 

公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て
（
２
件
）

　

安
岐
町
下
原
字
脇
田
地
先
の
公
有
水
面
を
漁
港
施
設

用
地
等
と
し
て
埋
立
て
る
こ
と
に
異
議
の
な
い
旨
同
意

す
る
も
の
。

④ 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
置
に
つ

い
て

　

大
分
県
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
広
域
連
合

を
設
置
す
る
も
の
。

主

な

内

容

一般会計補正予算の主な内容 特別会計補正予算

自 動 車 学 校 １，６６１万
サイクリング ５３９万
国民健康保険 ２億７，８６８万
介護保険事業 １億１，９８９万
介護サービス事業 △６１６万
老人保健医療 ２，５３９万
簡易水道 ９０９万
公共下水道 １，５５８万
特定環境保全 △３５７万
農業集落排水 △４８万
浄化槽設置 △８７５万

補正総額 ２億 ７７５万
■歳入の主なもの

　地方交付税 ２億４，４６３万
　繰入金 △７，１７８万
　市債 １，２４０万

■歳出の主なもの

　クリーンセンター補修 ４，０００万
　くにさきふれあいセンター １，２００万
　災害復旧事業 １，１８６万
　ソニー駐車場用地ほか ８，１８５万
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決算特別委員会

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　

12
月
18
日
・
19
日
の
２
日
間
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

決
算
認
定
45
件
を
原
案
の
と
お
り
認
定
。

審
査
に
お
け
る
主
な
意
見
・
要
望

① 

歳
入
の
確
保
に
つ
い
て

未
収
金
に
つ
い
て
安
易
に
不
納
欠
損
金
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
時
効
中

断
な
ど
厳
正
に
対
処
し
、
未
収
金
の
早
期
回
収
に
向
け
て
最
大
限
努
力
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

② 

事
業
目
的
の
達
成
に
つ
い
て

施
設
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
が
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
す
る
よ

う
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
物
産
館
な
ど
の
集
客
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｒ
や
何
か
特
色
を
出

す
な
ど
フ
ォ
ロ
ー
を
十
分
行
い
、
独
立
採
算
に
向
け
て
努
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

③ 

適
正
か
つ
効
率
的
執
行
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
脆
弱
な
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

る
の
で
、一
般
会
計
か
ら
の
財
政
安
定
化
繰
入
金
を
全
額
繰
り
入
れ
て
ほ
し
い
。ま
た
、

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
統
一
に
向
け
て
、
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら

れ
る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
く
よ
う
要
望
す
る
。

決算特別委員会委員

委 員 長   田  口  易  幸
副委員長   髙  橋  正  之
委　　員   唯  有  幸  明
委　　員   白  石  德  明
委　　員   木  付  親  次
委　　員   大  谷  和  義
委　　員   堀  田  一  則
委　　員   宮  永  英  次
委　　員   元  永  安  行
委　　員   安  見 蔚

平成19年

第１回  臨時会
平成19年第1回臨時会が1月25日に開会され、市長の

辞職に同意。

今
回
の
市
長
収
賄
事
件
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
、
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な

り
、
議
会
を
代
表
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
長
か
ら
の
辞
職
願
を
１
月
23
日
に

受
け
取
り
、
議
会
と
し
て
も
市
政
に
混

乱
が
生
じ
な
い
よ
う
に
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
翌
日
、
議
会
運
営
委
員
会
を

開
催
し
、
臨
時
会
の
開
催
等
に
つ
い
て

協
議
い
た
し
ま
し
た
。
市
長
の
意
を
く

む
と
同
時
に
、
早
急
に
市
政
混
乱
を
収

拾
す
る
た
め
、
執
行
部
に
臨
時
会
の
開

催
を
請
求
し
、
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
臨
時
議
会
で
市
長
の
辞
職
に

同
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
、
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
も
辞
職
願
を
通
知
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
選
挙
日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
、
３
月
定
例
会
が
控
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
２
月
25
日
告
示
、
３
月
４
日

投
票
と
い
う
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
信
頼
回
復
に
取
組
み
、
円

滑
な
市
政
の
運
営
、
発
展
に
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
政
へ

の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
会
よ
り



ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設

備
補
修
費
の
４
，
０
０
０
万

の
内
容
は
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
補

修
費
に
つ
い
て
は
、
稼
働

時
間
の
延
長
、
ご
み
処
理
量
の
増

加
等
か
ら
１
号
炉
及
び
２
号
炉

の
損
傷
が
激
し
く
、
大
規
模
な
補

修
費
補
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の

減
額
に
つ
い
て

普
通
交
付
税
の
確
定
に
よ

る
繰
入
金
の
減
額
で
す
。

今
後
は
特
別
交
付
税
や
３
月
補

正
の
状
況
に
よ
り
基
金
に
戻
し

入
れ
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
後
の
国
際
交
流
員
の
採

用
の
予
定
は
。

国
際
交
流
員
の
採
用
に
つ

い
て
は
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

富
来
八
坂
神
社
の
観
光
ト

イ
レ
の
新
設
事
業
に
つ
い

て
、
宗
教
的
施
設
に
な
ら
な
い
の

か
。

宗
教
的
な
こ
と
は
一
切
な

く
、
全
て
観
光
的
事
業
で

す
。

史
跡
公
園
中
国
交
流
事
業
負

担
金
に
つ
い
て
の
内
容
は
。

史
跡
公
園
中
国
交
流
事
業

は
、
隔
年
で
実
施
し
て
い
る

中
国
浙
江
省
と
の
国
際
交
流
で

あ
り
、
日
程
が
決
ま
っ
た
の
で
、

今
回
１
８
０
万
円
補
正
す
る
も

の
で
す
。

時
間
外
勤
務
手
当
の
主
な
業

務
内
容
と
、
選
挙
費
の
中
の

増
額
補
正
に
つ
い
て

時
間
外
勤
務
手
当
は
合
併

当
時
の
非
常
に
煩
雑
な
業

務
等
の
た
め
の
も
の
で
、
今
後

は
、
な
る
べ
く
残
業
を
し
な
く
て

済
む
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
選
挙
費
は
、
時
間
外
勤
務

手
当
の
実
績
に
伴
な
っ
て
の
補

正
で
す
。

学
校
消
耗
品
費
の
カ
ッ
ト

分
と
、
寄
付
金
の
使
い
道

は
。

各
学
校
の
消
耗
品
費
の

カ
ッ
ト
分
に
つ
い
て
は
、
補

正
措
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寄

付
金
は
、
図
書
費
と
防
犯
ス
プ

レ
ー
等
の
購
入
に
充
て
て
い
ま

す
。

地
区
代
表
者
に
つ
い
て

地
区
代
表
者
の
手
当
て
で

す
が
、
該
当
す
る
４
地
区
と

そ
の
世
帯
数
は
、
ま
た
、
区
長
会

の
案
内
は
ど
う
か
。 

国
見
町
の
八
坂
団
地
（
34

戸
）、
国
東
町
の
サ
ン
コ
ー

ポ
ラ
ス
富
来
（
75
戸
）・
尾
本

（
16
戸
）、
武
蔵
町
の
花
山
団
地

（
34
戸
）
で
す
。
区
長
会
の
出
席

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ソ
ニ
ー
駐
車
場
に
つ
い
て

ソ
ニ
ー
の
駐
車
場
用
地
と

し
て
取
得
し
た
土
地
は
、
造

成
後
、
売
却
す
る
の
か
そ
れ
と
も

賃
貸
か
。

売
却
す
る
の
か
、
賃
貸
に
す

る
の
か
現
在
協
議
中
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

今
老
人
保
健
医
療
制
度
が

あ
る
が
、
そ
の
中
の
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
の
方
が
対
象
か
。

平
成
20
年
度
か
ら
75
歳
以

上
の
方
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
と
な
り
、
県
下
一
つ
に

な
っ
て
広
域
連
合
を
設
立
し
、
保

険
料
の
決
定
、
医
療
費
の
支
払
等

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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不
納
欠
損
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
決
算
の
不
納
欠

損
額
の
審
査
基
準
に
つ
い
て

　
　
　

旧
町
の
決
算
に
つ
い
て
は

旧
町
ご
と
に
３
月
30
日
で

打
ち
切
り
決
算
を
し
て
お
り
、
不

納
欠
損
処
理
の
や
り
方
に
も
違

い
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
の
全
体
計
画
の

見
直
し
は
。

ソ
ニ
ー
の
増
設
に
よ
る
国
東

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規
模

の
見
直
し
等
で
す
。

A.

総
括
質
疑

総
括
質
疑

総
括
質
疑

Q.

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

A. Q.

補
正
予
算
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
の
家

賃
に
つ
い
て

現
在
の
本
庁
舎
に
は
適
切

な
場
所
が
な
い
こ
と
と
、
今

後
の
C
A
T
V
の
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
こ
と
も
考
え
て
、
今
、

市
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
設
置
場

所
と
し
て
借
り
て
い
る
旧
Ｎ
Ｔ

Ｔ
社
屋
を
新
た
に
借
り
る
も
の

で
す
。

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
及

び
地
域
審
議
会
の
報
酬
に

つ
い
て男

女
共
同
参
画
推
進
条
例

に
基
づ
い
て
12
名
の
委
員

か
ら
な
る
男
女
共
同
参
画
審
議

会
を
設
け
て
い
ま
す
が
、
委
員
の

謝
礼
を
報
酬
か
ら
報
償
費
に
変

更
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
地
域

審
議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地

域
15
名
か
ら
な
り
、
２
回
分
の
報

酬
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

Q.A.

Q.A.

Q.A.Q.A.Q.A.Q.A.

Q.A.Q.A.Q.A.

Q.A.Q.A.Q.A.



一 般一 般 質質 問問
●
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

議
員　

対
話
行
政
と
し
て
市
政
懇
談

会
を
行
っ
た
が
、
各
地
域
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
。

市
長　

市
内
17
ヶ
所
で
、
市
政
懇
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
主
な
も

の
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
問

題
、
高
齢
化
の
進
捗
の
厳
し
さ
、
若

者
を
今
後
育
て
る
よ
う
に
企
業
誘

致
、
有
害
鳥
獣
問
題
な
ど
の
意
見
で

し
た
。
特
に
、農
林
水
産
業
を
今
後
、

い
か
に
活
性
化
さ
せ
る
か
と
い
う
こ

と
が
、
市
と
し
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
事
と
再
認
識
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

●
長
期
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
と
し
て
、
目
指
す
べ

き
長
期
総
合
計
画
を
早
急
に
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
は
。

市
長　

長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
19
年
に
策
定
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
策
定
手
段
と
し
て

は
、
旧
４
町
の
総
合
計
画
を
ベ
ー
ス

に
し
、
素
案
を
作
成
し
、
こ
れ
か
ら

設
置
す
る
地
域
審
議
会
の
委
員
さ
ん

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、

早
急
に
つ
く
り
上
げ
た
い
。

議
員　

市
の
未
来
を
考
え
る
戦
略
会

議
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
が
。

市
長　

地
域
を
活
性
化
し
て
ゆ
く
こ

と
は
、
市
民
の
共
通
し
た
課
題
だ
と

思
っ
て
お
り
、
戦
略
会
議
こ
う
い
う

機
関
の
設
置
等
も
、
当
然
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
農
政
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
農
政
専
門
の
諮
問
会
議
的

な
も
の
を
立
ち
上
げ
、
意
見
集
約
を

し
、
将
来
の
農
業
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
く
よ

う
な
諮
問
機
関
も
設
置
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

議
員　

全
国
的
に
、
子
ど
も
の
い
じ

め
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い

る
が
、
本
市
と
し
て
の
い
じ
め
撲
滅

へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

市
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
い
じ
め
問
題
に
関
す
る
調
査

を
行
い
、
市
校
長
会
で
集
計
結
果
を

公
表
し
、
指
導
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
は
人
間
関
係
も
含
め
た
学
び
の

場
、
家
庭
は
安
ら
ぎ
の
場
、
地
域
は

見
守
り
の
場
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

責
務
を
果
し
な
が
ら
協
働
、
協
力
し

て
、
問
題
の
根
絶
へ
の
努
力
を
し
て

い
ま
す
。
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一 般一 般 質質 問問
●
管
理
運
営
は

議
員　

こ
の
整
備
事
業
は
14
年
か
け

て
や
っ
と
完
成
さ
れ
、
19
年
度
オ
ー

プ
ン
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
時
期

と
管
理
運
営
の
方
法
は
。

土
木
建
設
部
長　

平
成
19
年
３
月
31

日
完
了
の
予
定
で
す
が
、
最
終
年
度

で
発
注
工
事
も
多
く
、
少
し
遅
れ
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
県
に

は
５
月
の
連
休
前
に
は
開
き
た
い
と

要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

完
成
し
ま
す
と
海
水
浴
場
の
外
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ

ビ
ー
の
コ
ー
ト
や
シ
ャ
ワ
ー
室
、
監

視
室
が
一
緒
に
な
っ
た
ビ
ー
チ
ハ
ウ

ス
が
出
来
ま
す
。
隣
接
す
る
道
の
駅

や
運
動
公
園
、

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
な
ど
利
用
し

て
頂
き
、
都
市

部
か
ら
の
遊
客

が
期
待
で
き
る

と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

権
現
崎
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
こ
れ

ま
で
、
商
工
青

年
部
に
管
理
を

お
願
い
し
て
い
ま

し
た
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
施
設

の
数
も
多
く
な

り
ま
す
し
、
活

動
の
場
を
広
げ

る
た
め
に
も
、

指
定
管
理
者
の
選
定
等
、
県
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
国
見
活
性
化
会
議

に
お
願
い
し
、
運
営
計
画
案
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

農
業
、
漁
業
後
継
者
よ
り

建
干
し
を
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ

る
。
ま
た
、
草
刈
り
や
管
理
に
関
す

る
予
算
は
あ
る
の
か
。

土
木
建
設
部
長　

県
の
地
域
活
性

化
総
合
補
助
金
制
度
に
照
ら
し
な
が

ら
、
建
干
し
を
含
め
て
年
間
計
画
を

検
討
頂
い
て
い
ま
す
。
今
は
予
算
計

上
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
補
正
で
対
応

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
河
川
・
道
路
の
草
刈
り
に
つ
い
て

議
員　

河
川
や
市
道
の
草
刈
り
作
業

が
高
齢
化
の
た
め
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
専
門
業
者
に
は
委
託
で
き
な

い
か
。

　

ま
た
、
国
道
に
つ
い
て
も
幅
広

く
用
地
全
域
草
刈
り
出
来
な
い
か
。

土
木
建
設
部
長　

河
川
に
つ
い
て
は

流
水
面
積
が
狭
く
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
、
美
観
を
損
な
う
の
で
、

各
区
へ
草
刈
り
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
高
齢
化
す
る
中
で
作
業

に
出
れ
る
人
数
が
少
な
い
等
、
区

長
さ
ん
の
苦
労
も
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
先
の
区
長
会
で
お
願
い
し
、
ご

理
解
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

の
時
に
も
草
刈
り
の
件
で
要
望
が
出

ま
し
た
。
県
も
カ
ー
ブ
や
、
車
の
通

行
に
危
険
を
及
ぼ
す
所
は
で
き
る
だ

け
処
理
し
た
い
と
の
答
え
で
し
た
。
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一 般一 般 質質 問問
●
教
育
崩
壊
危
機
の
原
因
と
対
策
に

つ
い
て
の
見
解
は

議
員　

親
が
子
を
、
子
が
親
を
殺

し
た
り
と
悲
惨
な
こ
と
が
起
き
て
い

る
。
そ
れ
に
、
学
校
問
題
で
の
い
じ

め
問
題
、
業
界
で
は
詐
欺
事
件
、
政

界
で
は
汚
職
、
い
ず
れ
に
お
い
て
自

分
の
や
っ
た
行
為
と
か
、
そ
う
し
た

も
の
を
隠
そ
う
と
す
る
体
質
。
戦
後

の
教
育
そ
の
も
の
が
欠
陥
だ
ら
け

の
人
間
を
つ
く
っ
て
き
た
と
危
惧
し

て
い
る
。
国
歌
を
歌
わ
な
い
、
国
歌

を
愛
す
こ
と
も
で
き
な
い
人
に
、
私

は
何
で
家
庭
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
と
木
に
竹
を
く
く
る

よ
う
な
教
育
を
や
る
か
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い

る
。
教
育
基
本
法
だ
け
の
改
め
だ
け

で
は
、
改
善
が
進
ま
な
い
と
思
う
。

精
神
面
に
つ
い
て
の
教
育
が
最
も
必

要
と
思
っ
て
い
る
。

　

戦
前
ま
で
に
培
わ
れ
て
き
た
地

域
の
長
い
教
育
の
指
針
が
放
置
さ
れ

た
ま
ま
、
何
の
活
用
も
な
く
、
た
だ

縦
社
会
の
行
動
に
問
題
が
あ
り
と
し

て
切
り
捨
て
て
き
た
戦
後
教
育
縦
社

会
の
一
番
大
事
な
心
を
は
ぐ
く
む
精

神
面
と
い
っ
た
欠
如
が
冷
血
な
事
件

を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
我
々

は
い
ち
早
く
そ
れ
ら
を
改
善
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
実
践
が
大
事
で
あ
る
。
戦
前
ま

で
の
教
育
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
は

何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

将
来
に
つ
い
て
の
教
育
方
針
に
つ
い

て
お
答
え
願
い
た
い
。

教
育
長　

戦
後
の
日
本
人
は
品
格
と

動
議
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
最

大
の
原
因
は
日
本
の
歴
史
、
文
化
、

伝
統
を
必
要
以
上
に
否
定
し
た
占
領

政
策
に
よ
っ
て
、
日
本
人
が
自
国
の

歴
史
、
文
化
、
伝
統
に
対
す
る
自
信

と
誇
り
を
失
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
点
を
見
直
そ
う
と
い
う
趣
旨
の
意

見
で
す
。

近
代
化
の
中
で
日
本
人
が
見
失
っ

た
伝
統
文
化
を
見
直
す
こ
と
こ
そ

が
21
世
紀
の
日
本
人
の
教
育
の
重
要

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
子
ど
も
が
親
を
、
親
が
子

ど
も
を
殺
し
た
り
、
学
校
で
の
い

じ
め
が
原
因
で
、
子
ど
も
が
自
殺

し
た
り
す
る
な
ど
の
悲
惨
な
事
件

が
続
発
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
の
深
刻
な
状
況
を
考
慮

し
た
と
き
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、
自

国
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
な
ど
の

日
本
人
固
有
の
精
神
文
化
を
子
ど

も
た
ち
に
教
育
す
る
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、
小
中
学
校

に
お
い
て
、
日
本
人
固
有
の
精
神
文

化
に
触
れ
る
何
ら
か
の
取
り
組
み
を

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
と
と
も

に
、
大
分
県
地
域
振
興
協
議
会
の
地

域
協
育
振
興
事
業
等
を
活
用
し
な
が

ら
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
協
働

し
て
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
な
い
か
な
ど
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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一 般一 般 質質 問問
●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

議
員　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、
果
た

し
て
全
戸
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
と
、
既
に
民
放
を
含
め
て
、
10
局

以
上
が
受
信
で
き
る
地
域
に
月
額
基

本
料
１
，
０
５
０
円
を
加
算
し
て
ま

で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
の
必
要

性
が
有
る
の
か
、
な
ど
の
疑
問
点
が

見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
難
視
聴
世

帯
の
解
消
と
い
う
が
、
市
内
の
割
合

は
。月
額
料
金
の
試
算
に
つ
い
て
は
、

加
入
率
何
％
に
て
の
試
算
な
の
か
。

Ｉ
Ｐ
電
話
で
市
内
通
話
が
無
料
に
な

る
と
強
調
し
て
い
る
が
、
停
電
す
れ

ば
、
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

も
聞
く
が
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
個
別
契
約
は
出

来
な
い
の
か
。

総
務
企
画
部
長　

難
視
聴
世
帯
の
割

合
は
、
旧
安
岐
町
を
除
き
40
％
と
い

う
捉
え
方
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

加
入
率
に
つ
い
て
は
90
％
を
見
込
ん

で
の
月
額
使
用
料
を
試
算
し
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
市
内
で
の
市
外

通
話
の
扱
い
を

解
消
し
、
新
市

と
し
て
の
一
体

感
を
早
急
に
醸

成
し
、
将
来
端

末
を
接
続
す
る

こ
と
で
、
双
方

向
の
防
災
・
行

政
機
能
を
持
つ

こ
と
が
可
能
と

な
る
た
め
に
も

必
要
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
個

別
契
約
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

の
み
が
民
間
委
託
と
な
る
た
め
に
個

別
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
火
災
報
知
器
設
置
に
つ
い
て

議
員　

火
災
報
知
機
の
設
置
義
務
化

に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周
知
並
び
に

設
置
の
確
認
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。
そ
れ
と
、
既
存
住

宅
の
設
置
に
伴
う
補
助
金
制
度
を
設

け
て
は
ど
う
な
の
か
。

消
防
長　

住
宅
用
防
災
機
器
の
設
置

義
務
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
消
防
だ

よ
り
等
に
て
対
応
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
確
認
に
つ
い
て
は
、
消
防
署
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
消
防
団
等
に
も
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
を
検
討
い
た

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
補
助

金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的

に
も
例
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

導
入
に
つ
い
て
は
財
政
部
局
と
協
議

を
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

議
員　

当
市
と
し
て
観
光
振
興
と

一
次
産
業
振
興
と
し
て
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。

産
業
商
工
部
長　

現
在
、
市
内
で
国

見
町
・
武
蔵
町
に
２
つ
の
活
動
組
織

が
結
成
さ
れ
、活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
安
岐
町
に
お
い
て
も
、
体

験
型
農
家
民
泊
の
動
き
が
出
来
つ
つ

あ
る
と
も
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
本

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
農
林
水
産

業
・
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
産

業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普

及
を
今
後
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

安岐ケーブルセンター

国東市議会だより  ３号9

唯
有　

幸
明 
議
員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

加
入
率
は

90
％
で
試
算



一 般一 般 質質 問問
●
行
革
大
綱
と
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
整
合
性
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
の
行
財
政
改
革
大

綱
と
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
で
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で

１
９
３
億
円
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
実
行
性
・
達
成
度
合
は
、

お
よ
そ
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
か
。

市
長　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
と

中
期
財
政
計
画
で
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
21
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
普
通

建
設
事
業
費
は
62
億
円
の
差
が
生
じ

ま
す
。
こ
れ
は
、
22
年
度
以
降
に
ロ
ー

リ
ン
グ
を
し
、
必
要
性
・
緊
急
性
を

十
分
勘
案
し
、
新
た
な
計
画
を
し
直

す
こ
と
で
対
処
し
ま
す
。

●
土
砂
の
堆
積
行
為
に
つ
い
て

議
員　

県
外
か
ら
の
土
砂
の
堆
積
行

為
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
ど
う
運

用
し
て
い
く
の
か
。

◎
業
者
が
県
に
許
可
申
請
を
し
た

か
。

◎
県
の
安
全
基
準
・
水
質
基
準
の
内

容
は
把
握
し
て
い
る
か
。

◎
許
可
取
消
し
か
ら
３
年
は
、
新
た

な
許
可
を
出
せ
な
い
の
で
は
。

◎
県
と
市
の
関
係
、
市
独
自
の
判
断

を
ど
う
す
る
。

◎
業
者
が
申
請
し
た
書
類
の
信
憑
性

の
確
認
を
ど
う
す
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

湧
水
の
排
水
処
理

計
画
見
直
し
を
指
摘
し
、
12
月
8
日

現
在
、正
式
に
受
理
し
て
い
ま
せ
ん
。

県
規
制
は
、
環
境
省
の
土
壌
汚
染
及

び
、
水
質
汚
濁
に

か
か
る
環
境
基
準

が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
以
前
、
武

蔵
町
で
取
消
し
に

な
っ
た
業
者
と
は

別
業
者
で
す
。
構

成
メ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
は
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。
市
が

行
政
処
分
を
行
う

立
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

申
請
書
の
信

憑
性
確
認
に
つ
い

て
、
県
は
土
質
検

査
等
の
現
地
調
査

を
行
わ
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
長　

埋
め
立
て
る
土
の
調
査
を
徹

底
的
に
す
る
よ
う
県
に
も
申
し
込
み

た
い
。
県
が
し
な
い
な
ら
、
市
が
単

独
で
す
る
く
ら
い
の
意
思
を
持
っ
て

対
応
に
あ
た
り
ま
す
。

●
世
界
遺
産
に
つ
い
て

議
員　

宇
佐
・
国
東
半
島
を
世
界
遺

産
に
登
録
す
る
運
動
と
土
砂
問
題
を

ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

国
東
半
島
を
世
界
遺
産
に

と
い
う
機
運
が
あ
り
、
既
に
文
化
庁

に
登
録
さ
れ
、
き
れ
い
な
環
境
を
整

え
る
べ
き
国
東
半
島
が
、
残
土
の
捨

て
場
に
な
る
こ
と
は
心
外
で
あ
り
ま

す
。

10国東市議会だより  ３号

文化遺産修正鬼会（成仏寺）

安 見 　蔚 議員
大きな違和感

許すな、県外土砂持ち込み



一 般一 般 質質 問問
●
対
話
行
政
に
つ
い
て

議
員　

市
内
17
会
場
に
お
い
て
、
多

く
の
要
望
や
意
見
が
出
た
と
思
わ
れ

る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で

ど
う
対
応
し
、
今
後
に
活
か
す
か
。

ま
た
、
重
点
施
策
が
あ
れ
ば
聞
き
た

い
。

市
長　

市
内
の
広
さ
を
実
感
し
ま
し

た
し
、
多
く
の
ご
要
望
や
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
財
政
が
厳
し
い

中
で
す
が
、
人
件
費
を
は
じ
め
と
す

る
経
常
経
費
の
削
減
を
徹
底
し
、
少

し
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
方
の
ご
要

望
に
振
り
向
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
事

業
と
し
て
、
安
岐
町
の

小
学
校
統
合
校
舎
の
新

築
、
武
蔵
町
の
給
食
セ

ン
タ
ー
の
新
築
、
国
東

町
の
４
中
学
校
統
合
校

舎
の
改
修
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
等
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

●
農
業
活
性
化
策
に
つ

い
て

議
員　

７
年
目
を
迎
え

た
中
山
間
地
直
接
支
払

制
度
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
集
落
営
農
組
織

の
育
成
に
苦
労
し
て
い
る
と
思
う

が
、
農
業
活
性
化
に
つ
い
て
の
市

政
に
変
わ
っ
た
点
が
あ
れ
ば
聞
き
た

い
。

産
業
商
工
部
長　

中
山
間
地
直
接
支

払
交
付
金
事
業
は
引
き
続
き
、
17
年

度
か
ら
５
年
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
19
年
度
か
ら
の
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
へ
の
緊
急

な
対
応
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在

進
め
て
い
る
集
落
営
農
組
織
育
成
の

着
実
な
達
成
、
交
付
金
の
有
効
活
用

等
の
一
層
の
推
進
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
地
域
グ
ル
ー
プ
の
育
成
対
策
に
つ

い
て

議
員　

地
域
づ
く
り
に
市
の
職
員
が

率
先
し
て
企
画
立
案
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
育
成
に

対
す
る
助
成
の
考
え
が
あ
る
か
。

総
務
企
画
部
長　

旧
４
町
に
は
、
多

く
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
グ
ル
ー
プ
の
実
態
調
査

を
行
う
中
で
、
行
政
が
ど
こ
ま
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
か
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

各
地
域
か
ら
出
て
い
る
職

員
が
地
域
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
姿

勢
を
も
っ
と
示
し
て
欲
し
い
と
思
う

が
。

市
長　

私
は
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
地
域

に
溶
け
込
ん
で
活
動
し
て
く
れ
る
よ

う
に
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

市政懇談会（武蔵会場）

国東市議会だより  ３号11

木田　憲治 議員

市政懇談会の成果は
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一 般一 般 質質 問問
●
教
育
問
題
に
つ
い
て

議
員　

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー

ク
事
業
の
目
的
、
予
算
、
評
価
、
そ

し
て
実
施
の
方
法
は
。

教
育
長　

目
的
は
、
地
域
の
教
育
力

を
最
大
限
に
活
用
し
た
職
場
体
験

や
、
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
等

の
実
施
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
に
望

ま
し
い
職
業
観
、
勤
労
観
を
は
ぐ
く

む
こ
と
で
す
。
予
算
は
、
全
額
、
国

庫
ま
た
は
、
県
費
補
助
で
す
。
評
価

は
、
生
徒
に
は
、
職
業
に
対
す
る
理

解
が
深
ま
り
、
教
員
に
は
、
地
域
の

教
育
力
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
学
校

全
体
と
し
て
は
、
教
育
活
動
の
連
帯

の
見
直
し
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

17
年
度
は
、
国
見
中
学
校
、
富
来
中

学
校
、
国
東
中
学
校
、
18
年
度
は
、

来
浦
中
学
校
、
安
岐
中
学
校
で
実
施

し
、
19
年
度
は
、
城
崎
中
学
校
、
武

蔵
中
学
校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

議
員　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
は
あ
る
の

か
。

教
育
長　

冊
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
は
作
っ

て
い
ま
す
。

●
職
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

議
員　

６
月
の
議
会
で
質
問
し
た
、

職
員
の
適
正
配
置
と
、
勤
務
評
価
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
再
度
質

問
す
る
。

市
長　

今
は
、
４
町
の
職
員
の
特
性

や
個
性
を
把
握
す
る
段
階
で
あ
り
、

導
入
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す

が
、
時
期
尚
早
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

総
務
企
画
部
長　

適
正
配
置
の
た

め
に
、
所
属
部
長
、
所
属
長
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

●
次
世
代
育
成
支
援
計
画
に
つ
い
て

議
員　

こ
れ
も
、
６
月
に
質
問
し
た

が
、
動
き
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ど

の
よ
う
な
方
策
で
、
策
定
を
今
、
検

討
し
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
プ
ロ
セ

ス
は
。

生
活
福
祉
部
長　

行
政
の
み
な
ら

ず
、
児
童
施
設
、
学
校
、
地
域
、
企

業
な
ど
と
、
十
分
な
連
携
の
も
と

に
、
現
場
の
声
を
反
映
し
た
計
画
づ

く
り
が
不
可
欠
な
の
で
、
実
務
担
当

者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
や

検
討
委
員
会
な
ど
を
設
置
し
て
、
新

市
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

段
階
で
は
、
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か

ら
、
計
画
策
定
は
新
年
度
に
ず
れ
込

み
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

12
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將
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議
員

キ
ャ
リ
ア
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タ
ー
ト

ウ
ィ
ー
ク
事
業

19
年
度
は
２
校
で
実
施



一 般一 般 質質 問問
●
19
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

議
員　

経
常
収
支
が
１
０
０
％
以
上
の

中
で
、
予
算
を
ど
の
よ
う
に
編
成
し

て
い
く
の
か
。

市
長　

行
財
政
改
革
を
断
行
し
て

ゆ
く
と
い
う
理
念
の
も
と
、
必
要

性
、
緊
急
性
を
考
慮
し
た
内
容
の
新

年
度
予
算
の
編
成
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

議
員　

行
革
集
中
プ
ラ
ン
が
出
た

が
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て
い
く

の
か
。

助
役　

各
部
局
自
ら
、
創
意
工
夫
を

図
り
、
事
務
的
経
費
を
含
め
た
事
務

事
業
の
全
般
の
見
直
し
、
事
業
間
の

優
先
順
位
の
選
択
を
行
い
、
重
要
事

業
に
は
必
要
財
源
を
確
保
し
、
合
理

化
、
効
率
化
を
行
い
、
最
小
の
経
費

で
、
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
市
役
所
組
織
の
活
性
化
に
つ
い
て

議
員　

①
組
織
体
制
の
不
都
合
も

見
え
る
が
、
改
編
の
有
無
は
。

②
旧
町
間
で
の
職
員
の
人
事
交
流

は
。

③
職
員
の
提
案
制
や
研
修
は
、
資
質

向
上
に
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
中

身
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

助
役　

①
本
格
的
な
組
織
再
編
は
、

再
来
年
以
降
を
目
指
し
、
来
年
度
は

現
組
織
体
制
の
欠
陥
を
補
う
形
で

の
一
部
変
更
を
行
い
ま
す
。

②
本
庁
、
総
合
支
所
と
の
考
え
方
を

一
本
化
し
、
旧
町
間
の
人
事
交
流
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

③
本
市
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
も
、
直
面
す
る
行
政
課
題
を

テ
ー
マ
と
し
、
提
案
制
度
を
積
極
的

に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
研

修
内
容
に
つ
い
て
は
、
職
員
研
修
制

度
を
策
定
し
、
一
般
研
修
、
専
門
研

修
等
、
７
つ
の
研
修
体
系
を
組
ん
で

お
り
、
年
度
当
初
に
年
間
計
画
を
策

定
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

専
門
職
の
採
用
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

助
役　

本
年
度
は
、
技
術
職
の
職
員

募
集
は
し
な
か
っ
た
が
、
次
年
度
か

ら
は
、
計
画
的
に
採
用
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
歳
入
多
様
化
に
つ
い
て

議
員　

歳
入
を
増
加
す
る
方
法
に
つ

い
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

や
広
告
料
の
収
入
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

助
役　

公
共
施
設
へ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
導
入
や
、
市
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
広
告
を
は
じ
め
と
す
る
事

業
実
施
は
、
民
間
活
力
を
利
用
し
、

公
共
負
担
を
削
減
し
、
市
事
業
の
充

実
を
図
る
た
め
、
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　スポーツ施設などの名称に、スポンサ

ー企業の社名やブランド名を付与する権

利のことで、日本では全く新しい広告概

念です。アメリカでは、施設の建設・運

営資金調達のための手法として定着して

います。イチローが所属するシアトル・

マリナーズの本拠地「セーフィコ・フィ

ールド」も地元の保険会社・セーフィコ

が同球場のネーミングライツを獲得して

命名しています。

大分では、九州石油ドーム（大分スポ

ーツ公園総合競技場ビッグアイ）や大分

県 iichiko 総合文化センター（大分県立総

合文化センター）などがあります。
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ネーミングライツとは

木付　親次 議員
最小の経費で最大の効果を上げる

19 年度予算を
どう考える



一 般一 般 質質 問問
 

議
員　

住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
ど
ん
な
病
院
を
目
指
す
の
か
。

病
院
長　

24
時
間
、
救
急
患
者
受
け

入
れ
体
制
を
堅
持
し
、
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
対
応
出
来
る
よ
う
大
分
大

学
循
環
器
内
科
教
授
へ
早
期
派
遣
を

依
頼
し
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
の
役

割
は
、
医
療
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
公
立
、
私
立
の
施
設
職
員
と

協
力
し
、
保
健
・
予
防
・
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
を

行
う
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

病
院
の
耐
震
調
査
は
い
つ
行

い
、ど
の
よ
う
な
経
過
だ
っ
た
の
か
。

病
院
長　

平
成
17
年
度
に
耐
震
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
老
朽
化
し
た
本

館
改
修
は
、
平
成
12
年
度
に
状
況
を

精
査
し
、
長
期
改
修
計
画
を
作
成
、

19
億
円
の
改
修
費
用
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
決
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

市
長　

改
修
で
、
24
億
〜
25
億
円
。

改
築
す
れ
ば
、
50
億
〜
60
億
円
か

か
り
ま
す
。
財
政
状
況
も
勘
案
し
て

改
修
日
程
等
協
議
し
て
決
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

地
方
交
付
税
中
の
市
民
病
院

分
算
定
額
は
い
く
ら
か
。
市
民
全
体

の
医
療
費
総
額
と
市
外
流
出
の
医
療

費
の
割
合
は
。

総
務
企
画
部
長　

病
院
分
算
定
額
は
、

平
成
18
年
度
分
は
２
億
１
，６
０
０
万

円
で
あ
り
、
病
院
へ
の
繰
り
出
し
額
は

２
億
１
，３
９
１
万
９
千
円
で
、
繰
入

金
の
増
額
は
厳
し
い
財
政
状
況
で
、
困

難
で
あ
り
ま
す
。

生
活
福
祉
部
長　

市
全
体
の
医
療
費

は
、
49
億
５
，０
０
０
万
円
で
、
市

外
流
出
の
割
合
は
３
割
強
で
あ
り
ま

す
。

議
員　

保
健
・
医
療
・
介
護
の
制

度
間
の
隙
間
を
な
く
す
た
め
の
対
策

は
。

生
活
福
祉
部
長　

医
師
会
や
市
民
病

院
と
連
携
し
、
市
民
の
健
康
増
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
市
民
病
院
の
看
護

師
、
行
政
の
保
健
師
等
、
関
係
者
が

災
害
時
の
介
護
、
感
染
症
の
看
護
、

虐
待
問
題
等
、
情
報
交
換
や
継
続
看

護
事
例
検
討
会
等
開
催
し
、
関
係
職

員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
員　

小
児
科
医
2
名
体
制
は
赤
字

と
な
る
が
全
て
病
院
任
せ
に
す
る
の

か
。

市
長　

不
採
算
部
門
に
該
当
す
る

が
、
市
民
の
福
祉
の
向
上
や
、
生
活

を
守
る
の
が
筋
と
思
い
ま
す
。
小
児

科
の
２
人
体
制
と
、
や
が
て
で
き
る

で
あ
ろ
う
産
婦
人
科
は
、
不
採
算
部

門
と
し
て
、
市
と
し
て
認
知
を
し
て

い
き
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
と
青
少
年
健
全
育
成

に
つ
い
て

「
地
域
力
」
の
重
要
性

議
員　

地
域
で
子
育
て
を
支
援
し
、

高
齢
者
を
見
守
る
地
域
力
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
。各
種
行
事
の
縮
小
で
、

地
域
住
民
同
士
の
か
か
わ
り
が
薄
く

な
っ
て
い
る
。
青
少
年
健
全
育
成
と

し
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望

の
強
い
行
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
力

向
上
の
観
点
か
ら
復
活
、
か
わ
り
の

催
し
物
の
開
催
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
皆
様
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

社
会
体
育
の
底
辺
拡
大
に

貢
献
し
て
き
た
駅
伝
大
会
等
の
復
活

を
。

市
長　

各
町
で
行
わ
れ
て
き
た
町
内

一
周
駅
伝
大
会
は
、 

市
内
駅
伝
と
し

て
実
施
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
決
定

し
ま
し
た
。
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白石　德明 議員

国東市民病院について

病院の実態把握と今後の病院づくり



一 般一 般 質質 問問
●
市
民
病
院
の
医
療
体
制
は

議
員　

市
民
病
院
は
、
小
児
科
が
再

開
さ
れ
ひ
と
安
心
し
て
い
る
が
、
産

婦
人
科
の
め
ど
は
。

病
院
長　

産
婦
人
科
医
師
の
不
足
は

危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
。
全
国
で

は
、
こ
の
10
年
間
で
10
％
減
少
し
て

お
り
、半
数
以
上
が
50
歳
以
上
で
す
。

県
内
で
も
産
科
医
師
の
平
均
年
齢

は
60
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

新
し
く
産
科
医
師
に
な
る
方
は
、
九

州
で
10
名
以
下
で
す
。
市
民
病
院
で

は
機
器
も
助
産
師
も
確
保
し
て
い
ま

す
。
医
師
さ
え
見
つ
か
れ
ば
、
い
つ

で
も
再
開
で
き
ま
す
。
大
分
大
学
教

授
に
は
常
に
ご
配
慮
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

議
員　

看
護
体
制
は
、
13
対
１
か

ら
10
対
１
に
す
る
の
も
方
法
と
思
う

が
、
看
護
師
の
退
職
者
数
と
、
そ
れ

に
伴
う
新
規
採
用
者
の
確
保
は
出
来

る
か
。

病
院
長　

本
年
中
の
退
職
予
定
者

は
15
名
で
す
。
来
年
度
採
用
予
定
者

12
、
13
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

現
在
13
対
１
看
護
で
す
が
、
10
対

１
に
す
る
に
は
、
平
均
入
院
日
数
を

21
日
以
下
で
な
い
と
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

国
東
市
で
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化

の
た
め
、
平
均
日
数
24
日
を
超
え
る

状
況
で
す
。
最
近
、
整
形
外
科
の
先

生
方
の
努
力
で
、
来
年
度
よ
り
、
10

対
１
に
し
た
い
と
話
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員　

医
師
、
看
護
師
の
不
足
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
の
対
応
策
は
。
ま

た
、
あ
る
程
度
の
裁
量
権
は
病
院
に

あ
る
か
。

市
長　

市
も
当
然
、
常
に
病
院
長
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
九
州
大
学
医

学
部
ま
で
院
長
と
お
願
い
に
行
っ
た

り
、
大
分
大
学
医
学
部
に
も
お
願
い

を
し
て
来
ま
し
た
。

　

産
婦
人
科
医
や
小
児
科
医
は
、
医

師
自
体
、
学
生
自
体
、
な
り
手
が
少

な
い
と
い
う
現
状
で
す
。
こ
れ
は
国

策
で
恩
典
と
か
、
特
典
を
考
え
て
、

学
生
を
育
て
て
い
く
よ
う
市
長
会
等

で
要
請
す
る
よ
う
行
動
を
と
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

裁
量
権
は
、
特
に
規
定
は
つ
く
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
看
護
師
の
年
齢

巾
等
、
病
院
に
お
任
せ
し
て
や
っ
て

お
り
ま
す
。

国東市民病院
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元
永　

安
行 
議
員

市
民
病
院
の
医
師
・

看
護
師
の
確
保
に
つ
い
て

産
婦
人
科
医
は
厳
し
い
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●総務常任委員会行政視察報告
　当委員会では、「財政基盤の安定（福井県　あわら市）」

と「職員の意識の高揚（滋賀県　野洲市）」の２点を研修

の目的とし、10月26日から３日間、行政視察を行いま

した。

　まず、福井県あわら市では、自主財源の乏しい中で財

政基盤の安定的確保を図るため、職員の５年間不補充や

各事務経費など義務的経費の見直し削減を行い、経常収

支比率が81.7％と大変うらやましい状況でした。

　また、19年度には、本庁一本化に向け、支所を福祉セ

ンター内に移転し、窓口業務のみ行うなど市民の理解を

得ながら徹底した行財政改革を図っています。

　次に滋賀県野洲市では、職員の意識改革として、管理

職員と一般職員が相互に勤務実績・職務遂行能力・態度

を評価し、職員の適正配置、昇任等の人事管理に活用す

るとともに、組織の職業人としの意識を持ち、市民サー

ビスの徹底を図っています。現在の厳しい行財政のなか

職員相互が信頼し職務を遂行することが大切だと感じま

した。

　この研修で、県内でワースト３の経常収支比率や起債制限比率など財政基盤は大変厳しい状況で、

今後はこの危機的現状を打破するため、市民サービスの向上を念頭に、あらゆる事務事業の必要性、

緊急性、効率性等十分考慮し、行財政改革を進めていく必要があると強く感じたところであります。

　12月定例議会において審査を付託された「平成18年度国東市一般会計補正予算の関係部
分」、「平成18年度国東市立国東自動車学校特別会計補正予算」、「国東市特別職の職員で非常
勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について」、以上３議案について審議致
しました。
　審議内容として、選挙のあった年でもあり、議員報酬の減額は当初から見込めたのではな
いか、留保財源を持っておく必要があるのではないか、税の滞納整理の状況、退職予定者の数、
防災無線の地区ごとの対応は検討できないか、安岐・武蔵消防出張所の統廃合は検討できな
いかなどの意見が出され、執行部に説明を求めました。
　以上、３議案について、慎重に審議した結果、すべて原案のとおり可決すべきと決定しま
した。

総務常任委員会 　　　総務常任委員会　委員長　　馬　場　將　郎



　第３回定例会において審査を付託された、平成18年度国東市一般会計補正予算など議案５

件について審議しました。

　審議内容として、国民健康保険税の滞納者への資格証明書の発行状況、生活保護申請者へ

の対応、障害者自立支援法改正による施設入所者への影響、焼却灰最終処分場の浸出水対策、

後期高齢者医療制度等執行部へ説明を求めました。

　その結果、全て原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。

　また、懸案事項でもあります市民病院の運営と改修問題について院長から現状報告と説明

を受けました。厚生委員会としては、公営企業法の全部適用も検討課題とし、24時間 365

日救急医療体制の充実に努め、また、市職の保健師の病院への派遣や市内の介護施設等との

連携をとった体制づくりが必要ではないか等の意見がありました。改修問題についても計画

書を作成し、委員会へ示してほしい旨要望をしました。

委員会報告

厚生常任委員会 　　　厚生常任委員会　委員長　　諸　冨　   忠　
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●厚生常任委員会行政視察
　国東市の中核医療の拠点としての国東市民病院の運営のあ
り方と、愛される病院づくりを学ぶため、11月 15日より広
島県へ視察研修を行いました。
　安芸太田町では、保健・医療・福祉の取り組みとして、総
合病院と保健福祉総合施設が隣接して運営をされていました。
「保健・医療・福祉が充実した安心して住めるまち」をモットー
に、病院と密に連携をとり、住み慣れた家庭や地域で安心し
て生活できるよう総合的なサービスを提供する仕組みとして、
地域包括ケアシステムの整備に取り組んでいました。
　また、国保ヘルスアップ事業の参加者のスローガンは、「歩
いて棺桶に入ろう」で、少々過激な表現ですが、300人近く
の人が毎日約１時間のウォーキングを行っており、このよう
な健康づくり事業や介護予防事業が、医療費、介護費用の減
少に期待できるものであり、大変参考になりました。
　尾道市のみつぎ総合病院では、病院を核とした地域包括ケアシステムの概要についての研
修を行いました。隣接する保健福祉総合施設は、保健・医療・福祉サービスを一体的に提供
する総合施設として、介護老人保健施設、特別養護老人ホーム、ケアハウス、グループホーム、
リハビリテーションセンター、デイサービスを設置し、地域包括ケアシステムを確立してい
ます。医療と福祉の理想的な経営形態であろうと感心したところです。いずれの病院におき
ましても、企業的な経営と独自性をもった運営ができる公営企業法の全部適用で運営されて
おり、我が市民病院でも是非論議されるべきだと感じたところです。



●産業建設常任委員会行政視察
　11月8日から10日の3日間にかけて、滋賀県甲賀市・

京都府向
むこう

日市・大阪府田尻町へ視察研修を行った。まず、

集落営農の先駆けとされる甲賀市の「酒
さこうど

人ふぁーむ」は、

平成11年に営農組合から発足し、平成14年に56戸で

農事組合法人となる。米麦大豆に加えて施設を含めた野

菜の複合経営で販売額6,217万円。特徴は55歳までの

若者で構成する「オペレーター班」・56～64歳男子と

64歳までの女性は施設野菜の管理をする「なごやか班」・「すこやか班」は65歳以上で露地野菜

担当・80歳以上はハウス、畦畔除草管理の「やすらぎ班」で構成している。忍者の里甲賀魂は「徒

党を組み土に生きる」がモットーでした。

　向
むこう

日市では、安全・安心な新鮮野菜を学校給食にと始めた一農家と学校栄養士が発起人となり、

これに賛同した行政・JAとで「向
むこう

日市地産地消推進協議会」まで発展した活動の視察。最終日は

関西空港の連絡橋のたもとに位置する組合員38名の田尻漁協。ここでは、漁業体験・釣堀・海鮮

バーベキュー・日曜朝市・マリーナ陸上施設と、ジェットスキー艇庫等整備し、海洋交流センター

事業で漁村の活性化に成果をあげていた。

　各視察研修先の方々より熱烈な歓迎と親切丁寧な説明をいただき、委員全員大変感激し、国東

市の農林水産業、商工業の活性化に最大の努力を覚悟した有意義な視察研修でした。

委員会報告

産業建設常任委員会　　　産業建設常任委員会　委員長　　丸小野　宣　康
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　平成18年第3回定例会において、当委員会に審査を付託さ

れた補正予算など、13議案について12月14日当委員会を委

員全員出席のもと担当部長並びに担当課長外担当職員の出席を

求め開催した。

　午前中は安岐漁港横の公有水面埋立て予定地並びに、国東町

小原の土地取得予定地の現地調査と、国東市サイクリングターミ

ナルの視察を実施した。午後委員会室において審査を付託された

13件の議案について慎重審議した。その結果議案13件につい

て全て原案のとおり可決すべきものと決定した。

　議案審査の経過について、一般会計補正予算の台風13号による水稲被害対策資金利子補給に関連

して、塩害対策はその原因と思われる消波ブロックを低くするなど抜本的な環境整備が必要であるの

で、国・県に強く要望を続けていただきたいとの意見があった。損害賠償の額を定める議案3件につ

いては、安岐総合支所より担当職員の出席を求め、それぞれ関係書類並びに証拠写真等で実態を確認

した。



　12月 14日委員会室にて、12月定例議会において当委員会付託された 2議案について、

議案審議を行った。第 59号議案「一般会計補正予算（第 3号）の関係部分の主なものとし

て、当初予算で 3割カットされていた学校管理費の消耗品費を当初要求どおりに補正（小学

校388万 8千円・中学校 198万 5千円・幼稚園 44万 3千円）や国東町の旧給食センター

を国体のウエイトリフティング練習場にする整備（1,200 万円）などでした。第 71号議案

「体育施設条例の一部改正について」は安岐多目的広場（旧安岐高校グランド）の夜間照明の

使用料を定める条例でした。2議案とも原案どおり可決すべきものと決定しました。

委員会報告

文教常任委員会 　　　文教常任委員会　委員長　　堤　　康二郎

国東市議会だより  ３号19

　●国東市農林水産物直販フェア開催

　12月９日から 10日にかけ、東京

都千代田区のフジボウ会館において

農林水産物直販フェアが開催されま

した。今回で４回目となり、初日は雨

天と、この冬一番の冷え込みで来場

者数が心配されましたが、例年開催会

場が同じことと、仁王像を会場入口に

飾ったり、餅つきの上演などにより、

２日間で延べ約 600人の方々が会場

を訪れました。会場を訪れたほとん

どの人は、ふるさとに対する愛情と、

「食」の安全・安心、いわゆる顔の見

える農林水産物を待ち望んでおり、定

期的に毎年このような直販フェアを

開催してほしいとの声がありました。

また、参加者からも国東市の活性化の

ためこのフェアを継続して行きたい

という意見がありました。
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　議会を傍聴することは、市民とし

て市政を知る最も良い方法です。皆

さんの選んだ議員の議会活動を理解

するために、機会あるごとに議会を

傍聴しましょう。次回定例会の開催

予定は、３月中旬の予定です。議会

を傍聴されたい方は、議会事務局ま

で連絡ください。

電話 （0978）72－5196

表紙の
説明

国東市議会だより  ３号 20

「議会を傍聴しましょう」くにさき探検隊　スキー教室
　「くにさき探検隊　スキー教室」が１月４～５日の１泊
２日の日程で行われました。
　参加者は小学生７名、中学生 12 名で、九重森
林公園スキー場でスキー教室を行い、インストラ
クターの指導を受けながらめきめきと上達し、帰
る前には中級者コースをこなす子もいました。
　この教室で、異校間・異年齢間の子どもたちの交流
も深められ、連帯意識の高揚を図ることができました。

題字 この題字は、新市になって、

初代猪俣議長に依頼し、書いて

いただいたものです。　




